


















































































































































C31. Dam tshigdangsdom padagnaslam ji
ltarbsgom pa
D12.Rim gnyis丈yigorim ngespa
D22.Gorim cangyirim gnyisbsgom tshul
E12.bsKyedrim sgom tshul








































































































































































として EVAAtの3通りの意味をお説きになるのであ る｡即 ち,獲得せ
らるべき果たる EVAM と,〔その果を〕得さL.める道たるEVAM と,3)





















































































は VAM 字の丸い形であることが EVAM の意味として説明されている｡

























も,内側外側の身体の重要部位に 〔EVAMを〕当てる 〔修習〕か ら生じ
た大楽というものが無いならば･VAM 字の意味は不完全であるo〔そ し
て〕この2つがあったとしても,空性の兄をこの瀬 の本質として起こす
ことと,空性を対象 (yul)･大業を 〔その〕対象をもつもの (yulcan)
としてから,それ (大楽)に,よってそれ (空性)を郡 は く確定するといt-L/t'り
ぅ楽空の結合を知らなければ･滴の意味は不完全であるo従って･楽空無




































































































者 (donsrmasde)二派 (有部 ･経量部)が,所取 ･能取を真実 〔在〕





















































































おり,VMT･第16章からは, ｢三時 (過去 .現在 ･未来)について も3
39)
つずつ,順次に分けてから考察する｣と仰言っているのである｡同じ方面













































































































































































































































































































































































































































































































36) GST.XV に svapnopameSu dharme!u anutp豆dasvabhaviSu/sva-
bh豆va孟uddhatattve!ubhr豆ntivajrabpragiyate/(XV-121,松長 p･82)

































































64) mchan'dzinとあるが,北京版に従って mtshan'dzin(47aS) と読む｡
65) GST.XVII1-10ab,38cd,39ab,松長 pp.113,116.
bodhicittetikirPj点eyarpvidy豆puru!etikilptath豆/10ab
孟缶nyat豆karup豆bhinnarpbodhicittam itismrtalp〟38cd
k豆yav豆kcittavajrepabhedy云bhedyasvabh豆vatatl/39ab
66) PK.ⅠⅠ-76.
catura昌itis豆hasredharmaskandhemah云muneb/
S豆r豆ts豆ratararPproktam abhisambodhilak!aDam/I
67) Doh豆.79b6,奈良 ⅠⅠ,V.128ab,p.44.
Tib.訳 し北京版)では以下のごとくである｡
khrim dangkhrim nadenibrjodminte〟
bdechengnasnayongssushespamin〝
October,1988
(文部省科学研究費による成果の一部)
*この訳の内容の検討は,拙稿 ｢ツォソカべの無上稔伽タントラ解釈｣(日本
西蔵学会会報第35号掲載予定)において行なったので,参照していただけれ
ば幸いである｡
